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要 旨 【目的】コロナ禍において新生児集中治療室（NICU）・新生児回復室（GCU）入室児
の母が主体的に希望するケアを取り入れたことによる効果を知り，今後の面会方法や

面会時の看護介入の示唆を得ることを目的とした．【方法】NICU・GCUに入室した児をもつ母
親にインタビューガイドを基に半構造的面接を行った．初回インタビュー，希望するケアを実施
時の母の言動，退院時インタビューで得られたデータを，母親の心情に焦点をあて分類統合しカ
テゴリー化し分析した．【結果】対象の母親10名にインタビューを行い，その内容を分析した．
初回インタビューでは，272コード，48サブカテゴリー， 6 カテゴリー，希望するケア実施時で
は461コード，24サブカテゴリー， 6 カテゴリー，退院時インタビューでは39コード， 7 サブカ
テゴリー， 4 カテゴリーを抽出した．初回インタビューでは，母児分離による寂しさや孤独，元
気に産んであげられなかったことへの罪悪感など，児への申し訳なさが挙げられた．コロナ禍の
ため希望通りにできないこともあったが，母親の希望するケアを実施することは，コロナ禍にお
いても母の育児に対する主体性を高め，母児愛着形成や育児習得に有効である可能性が示唆され
た．【結論】コロナ禍による面会制限下においても母親の希望するケアを導入することにより，
育児に対する不安が軽減され，医療者の対応への満足へ繋

つな

がった．母の抱いている希望を理解し
た上で，母が主体となってケアに介入できるよう支援することは重要と考えられた．
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は じ め に

　新生児集中治療室（Neonatal intensive care unit : 
NICU） や 新 生 児 回 復 室（Growing care unit : 

GCU）に入室する児は，点滴治療や酸素療法，経
管栄養などの医療的処置が必要な場合が多く，母子
分離によって，母親が直接育児に参加しにくい環境
であり，親役割を果たすことが難しい状況にある．

コロナ禍での母親の希望するケアを取り
入れたNICU・GCUでの面会効果の検討
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